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イ
ラ
ス
ト
／
ト
ビ
ー
・
ニ
ュ
ー
サ
ム

ノエル・ランバート・バラス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

は台
たい

湾
わん

での出
で

来
き

事
ごと

です。

 「ルイ，じゅんびはいい？」リ先
せん

生
せい

が聞
き

きました。
ルイはうなずきました。そして黒

くろ

や白
しろ

のピアノのけ
んばんに指

ゆび

を置
お

き，ひき始
はじ

めました。ポロン，ポロン，ポロン。
ルイはけんばんを一

いっ

緒
しょ

に鳴
な

らして音
おん

楽
がく

をかなでるのが大
だい

好
す

き
でした。最

さい

初
しょ

のページをすべてひき終
お

わり，次
つぎ

のページにうつ
りました。

ボロン。しまった。いつもここでまちがえてしまいます。
速
はや

い音
おん

符
ぷ

がたくさんならんでいるのです。ルイはまた最
さい

初
しょ

か
ら始

はじ

めました。
ボロン。ルイは顔

かお

をしかめました。またか！
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

よ」と，リ先
せん

生
せい

は言
い

いました。「もう一
いち

度
ど

ゆっくり
やってみましょう。」

ルイは，リ先
せん

生
せい

に助
たす

けてもらいながら，さらに何
なん

度
ど

か練
れん

習
しゅう

し
ました。それでも，その部

ぶ

分
ぶん

をうまく乗
の

りこえることができま
せん。
「この部

ぶ

分
ぶん

はむずかしいけれど，あなたならできるわ」と，
リ先

せん

生
せい

は言
い

いました。「演
えん

奏
そう

会
かい

の前
まえ

に，家
いえ

でもっと練
れん

習
しゅう

できそ
う？」
「できると思

おも

います」と，ルイは言
い

いました。
次
つぎ

の日
ひ

，ルイはまたピアノの練
れん

習
しゅう

をしました。でも，同
おな

じと
ころをまちがえ続

つづ

けました。ポロン，ポロン，ボロン。
お父

とう

さんが部
へ

屋
や

に入
はい

って来
き

ました。「どうだい？」と，お父
とう

さんはたずねました。

ルイは，楽
がく

譜
ふ

の音
おん

符
ぷ

を指
ゆび

さしました。「ここがほんとうにむず
かしくて。何

なん

度
ど

もやり直
なお

さないといけないんだ！」
「たしかにむずかしそうだね」と，お父

とう

さんは言
い

いました。「で
も，モルモン書

しょ

の中
なか

のお話
はなし

を思
おも

い出
だ

すね。ニーファイが，はんを
取
と

りにもどった話
はなし

。」
ルイは目

め

を丸
まる

くしました。「その話
はなし

，大
だい

好
す

き！ ニーファイは，
また挑

ちょう

戦
せん

してみようと，何
なん

度
ど

ももどって行
い

ったんだ。そして，天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださったんだよね。」
お父

とう

さんはほほえみました。「そのとおりだね。もし挑
ちょう

戦
せん

し
続
つづ

けるなら，天
てん

のお父
とう

様
さま

はニーファイを助
たす

けたように，ルイのこ
とを助

たす

けてくださると思
おも

うよ。」
ルイはうなずいて，またやり直

なお

しました。お父
とう

さんはルイの近
ちか

くの椅
い

子
す

にすわり，耳
みみ

をかたむけました。ルイは，むずかしいと
ころを特

とく

に練
れん

習
しゅう

しました。一
ひと

つ一
ひと

つの音
おと

をゆっくりひきました。
それから，また全

ぜん

体
たい

を通
とお

してひきました。ひく度
たび

に，速
はや

くなり
ました。ついに，すべての音

おと

を正
ただ

しくひくことができました！
とても良

よ

い気
き

持
も

ちでした。どれほど長
なが

い時
じ

間
かん

がかかったかも気
き

がつきませんでした。
「やった！ よくできたね 」と，お父

とう

さんが言
い

いました。
お母

かあ

さんがドアのところに立
た

っていました。「とても上
じょう

手
ず

だっ
たわ，ルイ！」
「ありがとう」と，ルイは言

い

いました。「やっとむずかしいと
ころをひけるようになったよ。」

お母
かあ

さんはルイをだきしめました。「とても熱
ねっ

心
しん

にがんばっ

たあなたをほこりに思
おも

うわ。」
演
えん

奏
そう

会
かい

の夜
よる

，ルイはきんちょうしていました。むねがどきどき
しています。両

りょう

手
て

があせばんでいます。
ついに，ルイの名

な

前
まえ

がよばれました。舞
ぶ

台
たい

に上
あ

がり，耳
みみ

をかた
むけている親

おや

たちや子
こ

供
ども

たちを見
み

ました。自
じ

分
ぶん

の曲
きょく

名
めい

を言
い

っ
て，かたい椅

い

子
す

にすわりました。
ルイは深

ふか

く息
いき

をすいこみ，ぴかぴか光
ひか

っているけんばんに両
りょう

手
て

を置
お

きました。できることはすべて行
おこな

ってきました。天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださるでしょう。
ルイはひき始

はじ

めました。練
れん

習
しゅう

どおりに音
おと

が出
で

ました。いよい
よ，むずかしい部

ぶ

分
ぶん

です。
一
ひと

つ一
ひと

つの音
おと

を正
ただ

しくひくことができました。今
こん

回
かい

はそれほ
どむずかしく感

かん

じません！
とうとう，曲

きょく

の最
さい

後
ご

の音
おと

をひきました。けんばんから指
ゆび

をは
なすと，みんなが手

て

をたたきました。ルイはにっこりして，おじ
ぎをしました。お母

かあ

さん，お父
とう

さん，妹
いもうと

たちが手
て

をたたき，ほほ
えんでいるのが見

み

えました。やりました！ むずかしいときで
も，ルイはニーファイのようにまた挑

ちょう

戦
せん

しました。そして，天
てん

の
お父

とう

様
さま

はルイを助
たす

けてくださいました。●

ボロン！ この曲
きょく

は 
ここがむずかしいのです。

ピアノ
ルイとニーファイ	

と	


